
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☐会長の時間        会長 多賀 学昭 君 

皆様こんにちは。この度、

伝統ある高鍋ロータリーク

ラブの会長に就任させてい

ただくことになりました多

賀学昭でございます。大変名

誉に思うと同時に、重圧を感

じているところです。歴代会

長の名を汚さぬよう、先輩方

のご功績を手本にしながら

私なりに責任を全うしていきたいと考えております。各

委員会委員長、委員の皆様なにとぞよろしくご指導のほ

どお願い申し上げます。にもかかわらず、先週の初例会に

はコロナでダウンしておりまして、熱は下がったものの

咳が止まらず体はふらふらで力が入らないという状態で

床から起き上がれず、欠席をしてしまい、まことにご無礼

いたしました。心からお詫び申し上げます。 

どういうものか、お寺ではそれまで一か月近く葬儀が

なかったのに、コロナにかかった途端に 4 件連続でご葬

儀の依頼が舞い込んでまいりました。最初の1件は、発熱

後でしたが自分ではコロナだとは気づかず、お通夜、葬儀 

とも勤めました。大きな葬儀だったので、私がだいぶんウ

イルスをまき散らしてしまったのではないかと大反省し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ております。そのあとの3件は感染判明後だったので、全

部近在のお寺様へ依頼して勤めてもらいました。ちなみ

にうちの若和尚も感染しておりましたので…。というわ

けでお布施はみな他所のお寺様に行ってしまい今月私の

給料は欠配ではないかと恐れています。という訳で財津

さん、今月ロータリークラブの会費が落ちなかったとき

は８月のお盆が終わるまでよろしくお願いします。本日

は最初なので自分の紹介をさせて頂きたいと思います。 

さて、私の父親は戦時中に京都の仏教専門学校（現在の

佛教大学）在学中、学徒動員で兵隊にとられ、幸いにも内

地守備だったので終戦後無事復員して、学校に再入学し

て昭和23年に卒業して帰省してまいりました。祖父は父

が帰って来て大喜びで、さっさと住職を譲って隠居しよ

うと目論んで全部手続きを済ませたのですが、父は当時

開拓地で海外からの引き上げ者が沢山入殖して来られた

川南の地に、圓福寺の分院を作り、一人で移住して大変苦

労しながら布教活動を始めました。自分で組み立て式の

人形劇の舞台を作り、中古の幻灯機を買い入れ、夜自転車

であちこちの集落で檀家さんの座敷を借りて子供会を開

いておりました。幼い私も父の自転車の後ろに乗せても

らって、ついて回ったりお菓子を貰って喜んだりしてい

たことを懐かしく思い出します。後年、高鍋の街のスナッ

クに入ったりするとそこのママさんから「あらアンタ多

賀さんの息子さん。子どものころ川南でアンタのお父さ

んに可愛がってもらってお世話になったのよ。」と言われ

て、こそばゆい思いをしたことが何度かありました。 
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第 2305 回 令和 6 年 7 月 18 日プログラム 

 

 

 

 

 

高鍋ロータリークラブテーマ 

『共に語り、共に栄え、共に未来への種を蒔こう』 

第2730地区ガバナー      笹 山  義 弘 

中部グループガバナー補佐    戸 高   勝 利 

RI会長テーマ   『ロータリーのマジック』 

第2730地区テーマ  

『ロータリーのマジックで、ロータリーを楽しもう』 

7月の月間テーマ  

  親睦月間 

７．ＢＯＸ披露 

８．各委員会報告 

９．クラブ協議会 

10．次週例会案内 

11．点   鐘 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

  我らの生業 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内  ＊100万㌦ランチBOX 

＊公式訪問前のクラブ協議会 

    戸高勝利ガバナー補佐来訪 

＊例会終了後プログラム委員会 

＊ 

 

 

 

 

 

 

次週例会案内；7月 25日（第2306回） 

＊新年度親睦会＆新入会員歓迎会 

  点鐘 18：30   場所＝ほてい 

※バス送迎 ホテル泉屋 18時出発 

第 2304回 例会内容（7/11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



川南での生活は貧しいなりに楽しかったのですが、妹

が2人でき、学資もなかなか大変だということで小学校5

年生の春休みに祖父母のいる高鍋町の圓福寺に預けられ

ることになりました。祖父はなかなか厳しい人でずいぶ

ん叱られた記憶があります。それから大学に入るまで8年

間祖父母や叔母、叔父たちと一緒に過ごしましたが、おか

げさまで、川南での幼年時代、高鍋での少年時代を含めて

かけがえのない仲間がいまでも沢山身近にいることは本

当に幸せだと思っています。 

さて、昭和45年、高校3年の時に祖父が亡くなり、私

は否応なしに宗門の大学に入学しなければならなくなり

ました。何の予備知識もなくただ浄土宗の寺の息子だか

らという理由で」浄土学科に入ったのですが、何しろ学生

運動真っ盛りの時代です。本気で社会主義革命の実現を

夢見ている学生も大勢いて、学内もまだ騒然としていた、

誰もがある種のヒロイズムに取りつかれているような時

代だったと思います。そんな中で「死後の極楽往生」のみ

を説く未来主義のお念仏の話を聴いてもどうにもぴんと

来ません。こちらもまだ若くて未熟だったせいもありま

すが「この現実社会の中でどう生きるべきだろう」「自分

自身が成長するためには何をすべきか」という疑問で頭

がいっぱいの状態の私の中で、先生方の説かれる従来の

浄土宗学の講義がどうしても心に響かないのです。1年目

は何とか学校に通ったのですが、2年生になってからはつ

いに堪えられなくなってほとんど講義には出ず、下宿で

自分の興味のある本ばかり読んで過ごしておりました。   

小林秀雄やトルストイ、ドストエフスキーのなどの小

説を読み漁りながら、友達からもらった手作りのステレ

オ装置でベートーヴェンやブラームス、モーツァルトな

どのレコードに聴きふける毎日で今思うといい気なもの

だが、良い時代でもありました。さすがに2年次が終わる

ころになって「世の中には勉強したくてもできない人が

大勢いるのに、親から仕送りしてもらって此のざまでは

本当に人間が腐ってしまう。」と猛省。「南無阿弥陀仏と

唱えればどんな人間でも死後極楽往生できる」という教

えはあまりにも荒唐無稽なおとぎ話だとしか思えないけ

れども、「学問修行で自分の心の境涯を深めて行く仏教哲

学の教えだったらまだしも納得できる」と考えて、それま

で在籍していた浄土学科から仏教学科研究室への転入試

験を願い出ました。春休みに学科試験があり後日面接に

呼ばれました。新しい校舎の 2 階の教室に仏教学研究室

の先生方が居並んでおられ、当時の主任教授だった関口

真大先生から「多賀君。君は浄土宗の坊さんになるために

浄土学を専攻したのに、なぜ今更仏教学専攻に変わりた

いのかね」とご質問がありました。馬鹿な私は大真面目に

「はい、僕はどうせ仏教を勉強するなら、生きているうち

に悟りを開いて仏になりたいのです」と答えたものです。

稚気満々とはこういうのを言うのでしょう。今思い出し

ても顔が赤くなりそうです。先生方は『時々こういう馬鹿

がいるんだよね』という顔をされましたが、ともかく試験

は無事に合格して、それから学問が面白くなり華厳教学

で卒論を書いて卒業することができました。怠けていた

分大変だったのは言うまでもありません。卒業はしたも

のの単位が足りず坊さんの資格が取れなくて、あと 2 年

特別講座を受け直してやっと資格が取れたという文字通

り「落第坊主」だったわけです。 

老境に差し掛かった今、あの頃の大真面目な馬鹿さ加

減とエネルギーがしみじみ懐かしく思われます。川南の

私の幼馴染が町長選に立つと言いました。「70 超えてよ

うやるわ」と言いましたら「とにかく何とかせんといかん

の一心よ」との返事です。私も高鍋のために頑張ろうと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

☐幹事報告         幹事 坂田 師通 君 

＜文書案内＞ 

＊大阪・関西万博開幕祭ご案内 

 日程 2025年4月12日(土) 

 会場 大阪国際会議場 

  受付 15：30～ 

 開会式 16：30 

 懇親会 18：30～20.30 

 参加費 15,000円 

 

☐クラブ協議会（年間活動計画） 

 ＜活動計画は年次計画・報告書へ掲載しています＞ 

 

    
      正ＳＡＡ         正会計 

    長谷川修身君       甲斐宏昌君 

     
  プログラム委員長       出席委員長 

     後藤正弘君        児玉幸則君 

     

  クラブ研修委員長      クラブ会報委員長 

    長濵 博君         関 康仁君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

    
国際奉仕委員長      青少年奉仕委員長 

    石田喜克君        中武功見君 

    
ロータリー財団委員長     会員増強分類選考 

   井上博功君      委員長 阿多美千代君 

 

 

☐ ＢＯＸ披露   親睦活動委員長 高橋 康朗 君 

＜ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ＞ 

【多賀学昭君】いよいよ会長と 

して働かせてもらうことに 

なりドキドキしています。 

宜しくお願いします。 

宮日新聞新坂高鍋支局長様 

お忙しい中ありがとうござ 

います。 

【橋口清和君】１週間遅れの多賀丸の船出をお祝いして。 

  １年間宜しくお願いします。100％出席お祝い有難うご 

ざいました。 

【岩村文夫君】誕生日のお祝いありがとうございました。 

【ＳＡＡ一同】遅くなりましたが、中武前会長、岩本前幹事 

一年間ご苦労様でした。多賀会長、坂田幹事一年間宜し 

くお願いします。 

 

☐ 出席報告       出席委員長 児玉 幸則 君 

 

出席状況（7/11） 

 

 

 

 

 

 

 

   

ソングリーダー 川上君     ピアノ演奏 森さん 

 

 

   
テーブルの花        本日の食事 

 

 

 

四つのテスト  

  

    言行はこれに照らしてから 

     １、真実かどうか 

     ２、みんなに公平か 

     ３、好意と友情を深めるか 

     ４、みんなのためになるかどうか 

 

 

 

 

事務局よりお知らせ 

 

＊事務局業務時間は  10時～15時 (土・日・祝日は休み) 

＊事務局のメールアドレス＆ホームページは下記です。 

Ｅ―ｍail   info@takanabe-rotary.jp 

ホームページhttp: //www.takanabe-rotary.jp 

 

会  員  数 40 名 

出 席 会 員 数 31名 

ホーム出席率 79.49％ 

前々回修正出席率 84.62％ 
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